
ICTによる地域コミュニティの活性化と人材育成

研究分野：人間情報学、観光学、社会システム工学、教育工学、サービス情報学

キーワード：イベントデザイン、Webデザイン、映像制作、バーチャル観光、
プログラミング教育

貢献できるSDGsの区分：

情報システム学部 情報システム学科 教授 吉村 元秀

地域の住民である「ヒト」、地域の活動である「コト（イベント）」、地域に広がる「モノ（サービス）」が
スマートに連動する住みよい「まち」をデザインし、その要素となるシステムを設計・開発しています。
「まち」には、QRコードやICタグを利用したキャッシュレス決済やスマートなレジシステム、交通系の
ICカードが普及しています。学習機能をもったスマートスピーカーが家庭に普及し、自動車の完全自
動運転も夢ではありません。そんな「まち」づくりのためのデザインやシステムのコンセプトを提案し、
日々、技術開発を行うのが吉村研究室です。

近年では、以下のテーマを主たる研究テーマとして、まちづくり工学研究室として、公共団体並び
に地域企業との連携を図っています。

①プログラミング教育のためのコンテンツ開発とワークショップのデザイン
②映像や写真などのメディアを動的に活用したものがたりWebシステムの開発とデザイン
③360度コンテンツを活用したバーチャル観光ツーリズムのデザイン
④IoT機器を利用した社会機能をスマート化するIoTソリューションの企画・開発

研究概要

まちづくり工学は、近年の産学官民を複合的に推進する横断型研究の最たる取り組みです。
100年に一度の長崎の変革が叫ばれる中、これからのみらい長崎をデザインする重要な要素が
「ヒト」「コト」「モノ」を中心にまちのいたるところに散在しています。これまで長崎において20年弱
継続しているまちとの協業の経験を活かし、先進的教育、ものがたりデザイン、スマート観光、IoT
ソリューションという要素を活用した未来都市長崎を一緒に創造しましょう！

産学連携の可能性（アピールポイント）

〈外部資金実績〉

2021-2023年度 科研費基盤(C)大学における災害時情報共有教育システムの構築（研究代表者）
2021-2022年度 長崎市広報広聴課連携事業 長崎市PR動画制作（研究代表者）外部委員
2021-2022年度 長崎市提案型協働事業等選定審査会 審査委員
2018-2022年度 渋谷TANPEN映画祭Climax at 佐世保 実行委員
2017-2022年度 ながさき・愛の映画祭 実行委員

外部との連携実績等

教員情報URL  https://sun.ac.jp/researchinfo/yxsimura/
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